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今月のトピックス
３
Ｐ　
・
令
和
８
年
度
会
費
口
座
振
替
（
再
）

　
　
　
・
賃
上
げ
環
境
整
備
支
援
事
業
の
ご
案
内

４
Ｐ　
・
栃
木
市
物
価
高
騰
対
応
生
活
者
支
援
商
品

券
配
布
事
業
事
業
者
募
集
の
ご
案
内

　
　
　
・
す
く
す
く
子
育
て
応
援
事
業
事
業
者
募
集

の
ご
案
内

チ
ラ
シ
・
火
災
共
済
の
ご
案
内

　
　
　
・
税
制
改
正
の
お
知
ら
せ
（
３
種
）

　
　
　
・
貸
会
議
室
・
貸
ホ
ー
ル
の
ご
案
内

深
刻
な
労
働
力
不
足
の
解
消

に
向
け
た
多
角
的
・
包
括
的

な
就
労
体
制
の
改
革

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持

続
可
能
な
経
営
環
境
整
備
と

価
格
転
嫁
の
適
正
化
に
向
け

た
包
括
的
支
援
。

夏
季
の
猛
暑
化
に
伴
う
中

小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
労

働
環
境
整
備
支
援

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
向
け
た

伴
走
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

支
援
及
び
手
続
簡
素
化

脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
資
源

循
環
型
経
済
の
構
築
に
向
け

た
支
援
強
化

「
東
武
・
J
R　

東
京
都
心
・

羽
田
空
港
直
通
電
車
」
の
実

現「
栃
木
西
部
・
会
津
南
道
路
」

及
び
「
栃
木
西
部
都
市
連
絡

道
路
」
の
早
期
整
備
促
進

　

当
所
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
経
営
上
の
課

題
や
ま
ち
づ
く
り
等
の
要
望
に
つ
い
て
、
経
営
政
策
委
員
会
に
お
い

て
取
り
ま
と
め
、
当
所
の
政
策
提
言
・
要
望
事
項
と
し
て
、（
一
社
）

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
に
提
出
し
た
。

　

４
月
21
日
、
当
所
に
お
い

て
、
新
人
・
若
手
社
員 

定
着
・

戦
力
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
新
入
社
員

や
若
手
社
員
を
対
象
に
、
入

社
後
の
会
社
生
活
を
過
ご
す

上
で
の
「
働
き
甲
斐
」
を
見

出
す
他
、
先
輩
上
司
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
等
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
で
、
職
場
で
活
気
よ

く
活
躍
す
る
社
員
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も

の
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
全
11
項

目
で
構
成
さ
れ
、
メ
モ
を
と

る
習
慣
や
身
だ
し
な
み
等
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
や
仕
事
に

対
す
る
姿
勢
等
、
働
く
事
へ

の
能
力
を
身
に
着
け
る
内
容

で
あ
っ
た
。

　

参
加
者
は
、
組
織
人
と
し

て
の
振
る
舞
い
方
等
の
社
会

人
と
し
て
の
基
本
か
ら
、
自

身
に
課
さ
れ
た
役
割
を
着
実

に
こ
な
す
た
め
の
創
意
工
夫

等
を
学
び
、
今
後
の
業
務
に

取
り
組
も
う
と
始
終
前
向
き

な
姿
勢
で
参
加
し
て
い
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、「
働

く
目
的
や
プ
ロ
意
識
が
明
確

に
な
っ
た
」「
明
日
か
ら
笑

顔
と
正
し
い
敬
語
で
職
場
に

貢
献
し
た
い
」
等
の
決
意
に

満
ち
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た 

。
主なカリキュラム

●
「
敬
意
」
と
「
感
謝
」
・
メ
モ
の
習
慣

●
自
分
で
つ
く
る
「
自
分
の
居
場
所
」
「
働
き
甲
斐
」

●
会
社
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

●
辞
め
た
く
な
っ
た
ら
考
え
る
こ
と

●
上
司
・
先
輩
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

●
生
涯
の
自
分
の
武
器
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

●
無
気
力
症
候
群
へ
の
対
策
と
備
え（
ス
ト
レ
ス
対
策
）

優
先
順
位
１
位

優
先
順
位
４
位

優
先
順
位
５
位

優
先
順
位
６
位

優
先
順
位
７
位

優
先
順
位
２
位

優
先
順
位
３
位

定
着・戦
力
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

若
手

新
人

社
員

政
策
提
言・要
望
事
項
を
県
連
に
提
出
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当
所
で
は
、
新
年
度
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
会
員
台
帳
の

更
新
手
続
き
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
年
度
の
ご
案
内
以
降
、
貴
事
業
所
の
登
録
内
容
に
変
更

が
ご
ざ
い
ま
し
た
場
合
、
左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
変

更
事
項
の
入
力
・
送
信
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  

変
更
届
出
フ
ォ
ー
ム  

に
ア
ク
セ
ス
し
、
必

要
事
項
を
入
力
・
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
会
議
所
で
は
、Ｆ
Ｍ
く
ら
ら

８
５
７
「
い
つ
も
元
気
に
会
議

所
ラ
ジ
オ
」
に
て
、
会
員
事
業

所
様
に
ご
出
演
い
た
だ
き
、
自

店
の
Ｐ
Ｒ
や
商
品
紹
介
な
ど
、

ラ
ジ
オ
を
通
し
た
情
報
発
信
の

場
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

随
時
、
出
演
者
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
５
月
１
日
か

ら
６
月
30
日
に
実
施
い
た

し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
『
商
工
会
議
所
福
祉

制
度
』
を
会
員
の
皆
様
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員

事
業
所
の
福
祉
向
上
に
お

役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
商
工
会
議
所
福
祉
制

度
』
は
、
経
営
者
・
役
員

の
保
障
や
退
職
準
備
他
、

入
院
・
介
護
・
老
後
に
備

え
た
様
々
な
保
障
ニ
ー
ズ

を
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
会
議
所
職
員
と
ア

ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

の
担
当
社
員
が
お
伺
い
し

た
際
に
は
、
是
非
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

※「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」

は
、
商
工
会
議
所
共
済
制
度
・

福
祉
制
度
の
普
及
・
推
進
を
目

的
と
し
全
国
各
地
の
商
工
会
議

所
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
株

式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
組
織
で
す
。

　

３
月
20
日
か
ら
４
月
12
日
ま
で
の
24
日
間
、
太
平
山
県
立

自
然
公
園
で
「
太
平
山
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

期
間
中
に
、
見
頃
時
期
と
し

て
交
通
規
制
を
し
た
３
月
27
日

か
ら
４
月
５
日
ま
で
の
10
日
間

の
入
込
は
、
６
万
３
千
人
と
な

り
多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
。

　

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る

太
平
山
は
、「
日
本
の
桜
名
所

百
選
」に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、

６
月
に
は
初
夏
を
彩
る
風
物
詩

「
太
平
山
と
ち
ぎ
あ
じ
さ
い
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

事
業
所
情
報
確
認
の
お
願
い

　

一
号
議
員
の
㈱
群
馬
銀
行
栃
木

支
店
の
職
務
執
行
者
が
、
橳
島
紀

彦
氏
か
ら
関
康
彦
氏
に
、
４
月
７

日
付
で
変
更
と
な
っ
た
。

　

一
号
議
員
の
㈱
み
ず
ほ
銀
行
栃

木
支
店
の
職
務
執
行
者
が
、
五
味

栄
一
氏
か
ら
有
馬
哲
哉
氏
に
、
４

月
13
日
付
で
変
更
と
な
っ
た
。

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

関
　
　
康
彦 

氏

せ
き

や
す
ひ
こ

有
馬
　
哲
哉 

氏

あ
り
ま

て
つ
や

　

三
号
議
員
の
㈱
関
東
エ
コ
リ
サ

イ
ク
ル
の
職
務
執
行
者
が
、
松
本

弘
樹
氏
か
ら
門
傳
陽
平
氏
に
、
４

月
20
日
付
で
変
更
と
な
っ
た
。

門
傳
　
陽
平 

氏

も
ん
で
ん

よ
う
へ
い

太
平
山
桜
ま
つ
り
を
開
催

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

会
員
振
興
係

　
　
　
　
　

℡
23
-３
１
３
１

い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
♪

毎
月
第
２・第
４
火
曜
日 

19
時
〜

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』実
施
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マ
ル
経
融
資
制
度
は
、
経

営
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る
小

規
模
事
業
者
の
方
々
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
当
会

議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担

保
・
保
証
人
不
要
・
低
金
利

で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
国
（
日

本
政
策
金
融
公
庫
）
の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
制
度
額

　

最
大　

２
千
万
円

■
対
象

　

小
規
模
事
業
者
で
あ
る
こ
と

　

※
そ
の
他
要
件
あ
り

　
　

詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
資
金
用
途

　

設
備
資
金　

店
舗
の
改
装
、

　

設
備
の
購
入
他

　

運
転
資
金　

仕
入
資
金
や

　

給
与
、
諸
経
費
等
の
支
払
他

■
返
済
期
間

　

設
備
・
運
転

　

10
年
以
内
（
据
置
２
年
）

■
融
資
利
率

　

２
．
５
％
（
令
和
８
年
４

　

月
１
日
現
在
）

■
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

６
月
２
日
㈫

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　

場　

所　

相
談
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

７
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

相
談
室

　

相
談
員　
（
公
財
）栃
木
県

　
　
　
　
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
金
融
相
談
会

　

日　

時　

５
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

相
談
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

■
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

５
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

相
談
室

　

相
談
員　

栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

●
竜
愛
産
業

　
（
と
び
、
土
木
、
運
送
業
）

　

代
表　

山
口　

友
克

　

小
野
口
町
１
６
２
‐
１

　

℡
23
‐
２
４
３
９

●
鳥
駒
商
店

　
（
食
肉
卸
売
、
飲
食
業
）

　

代
表　

駒
場　

ト
キ
子

　

川
原
田
町
２
８
０
‐
６

　

℡
23
‐
５
２
０
７

●（
同
）Wise harustyle

栃
木

　
（
訪
問
介
護
業
）

　

代
表
社
員　

小
竹　

紀
子

　

野
中
町
１
３
６
７
‐
７

　

℡
20
‐
３
５
２
３

●
栃
木
市
建
設
業
（
協
組
）

　
（
建
設
業
）

　

代
表
理
事　

大
木　

敬

　

箱
森
町
51
‐
28

　

℡
24
‐
３
４
８
８

●
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
宇
都
宮
支
店

　
（
旅
行
業
）

　

支
店
長　

鹿
野　

英
克

　

宇
都
宮
市
池
上
町
４
‐
１

　

東
栄
ビ
ル
４
階

　

℡
０
２
８‐６
１
４‐２
１
７
１

●
㈱A

iru

　
（
Ｉ
Ｔ
関
連
業
）

　

代
表
取
締
役　

牧
野　

慶
一

　

倭
町
７
‐
17

　

℡
080
‐
７
７
０
３
‐
５
４
６
７

　

原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
事
業
者
の
状
況
や
課
題
に
応
じ
て
専
門
家
の
派
遣
や

個
別
相
談
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
こ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

・
賃
上
げ
を
し
た
い
が
原
資
の
確
保
に
不
安
が
あ
る
。

　

・
ど
の
程
度
の
賃
上
げ
が
適
正
か
わ
か
ら
な
い
。

　

・
人
材
確
保
の
た
め
賃
上
げ
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

・
補
助
金
等
活
用
し
た
い
が
手
続
き
が
難
し
そ
う
。

　
一つ
で
も
当
て
は
ま
る
場
合
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

 

※
相
談
は
無
料
で
す
。

　
■
相
談
形
式

　

・
定
例
相
談
会
（
毎
月
第
２
水
曜
日
予
定
）

　
　

※
個
別
相
談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　

・
専
門
家
派
遣
（
当
所
職
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
課

　
　

題
を
整
理
し
た
う
え
で
専
門
家
派
遣
に
繋
げ
ま
す
。）

令
和
８
年
度
分
会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

5
月
25
日（
月
）

　

４
月
23
日
に
会
費
の
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ

た
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
５
月
25
日

に
再
度
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
す
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

改
め
て
ご
指
定
の
口
座
残
高
の
ご
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

マ
ル
経
融
資
の
ご
案
内

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報（
専
門
相
談
会
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　
　

℡
23
-３
１
３
２

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
２

※
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に
ご
予
約
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
２

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１

新
入
会
員
の
ご
紹
介

ご
入
会
あ
り
が
と
う

       
ご
ざ
い
ま
す

【
敬
称
略
】

会
員
事
業
所
の
賃
上
げ
を
後
押
し
！

「
賃
上
げ
環
境
整
備
支
援
事
業
」の
ご
案
内
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栃
木
市
で
は
、
食
料
品
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
生
活

の
支
援
及
び
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
人

あ
た
り
６
千
円
の
「
と
ち
介
商
品
券
２
０
２
６
」
を
、
全
市
民
に
配
布
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
開
始
に
あ
た
り
、
市
内
に
店
舗
、
事
業
所
等
を
有
す
る
事
業
者
を
対
象
に
取

扱
店
舗
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
栃
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
の

う
え
、
ご
不
明
な
点
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
配
布
対
象
及
び
交
付
額

　

全
栃
木
市
民
（
年
齢
、
所
得
制
限
無
し
）

　

一
人
に
つ
き
６
千
円
（
千
円
×
６
枚
）

■
取
扱
店
舗
の
資
格
要
件

　

⑴
栃
木
市
内
に
店
舗
、
事
業
所
等
を
有
す
る
こ
と
。

　

※
個
人
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
主
の

　

市
税
に
、
法
人
に
あ
っ
て
は
当
該
法
人
及
び

　

代
表
者
の
市
税
に
滞
納
が
無
い
こ
と
等
。

　

栃
木
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
環

境
の
整
備
を
目
的
に
、
育
児
用
品
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
栃
木
市
あ
か
ち
ゃ

ん
は
じ
め
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
開
始
に
あ
た
り
、
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
育
児
用
品
取
扱
店
を
次
の
と
お

り
募
集
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
栃
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
不
明
な

点
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
交
付
対
象
及
び
交
付
額

　

栃
木
市
内
に
住
所
を
有
す
る
１
歳
未
満
の
児
童
の
保
護
者

　

対
象
の
お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
２
万
円
分
の
あ
か
ち
ゃ
ん

　

は
じ
め
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
券
（
千
円
券
×
20
枚
）＋
お
楽
し
み
券

■
取
扱
店
の
資
格
要
件

　

⑴
栃
木
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
こ
と
。

　

⑵
育
児
用
品
を
購
入
で
き
る
こ
と
。

　

当
会
議
所
の
広
報
誌
「
栃
木
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、
会
員
及

び
関
係
機
関
等
の
約
２
千
社
に
発
送
し
て
い
る
定
期
刊
行
物
で
す
。

こ
の
会
報
誌
へ
の
チ
ラ
シ
折
込
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
皆
様
の

新
し
い
情
報
を
お
届
け
し
ま
せ
ん
か
？

■
折
込
価
格　
Ａ
４
版　

３
万
３
千
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　

Ａ
３
版　

５
万
５
千
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　

※
Ａ
３
版
は
二
つ
折
り
で
の
納
品

　
　
　
　
　
　

冊
子　
　

大
き
さ
や
枚
数
に
よ
り
要
相
談

■
注
意
事
項　
納
品
部
数
は
２
千
部
と
な
り
納
期
限
が
ご
ざ
い
ま

す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
折
込
を
お
断
り
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　
／
経
営
支
援
課
】

　

所
長
兼
課
長　

佐
藤
健
太
郎

　
課
長
補
佐
兼
経
営
支
援
第
１
係
長

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

岳
司

﹇
経
営
支
援
第
１
係
﹈

　

主　
　

査　
　

石
田　

和
幸

﹇
経
営
支
援
第
２
係
﹈

　

係　
　

長　
　

東
郷　
　

彬

　

主　
　

任　
　

大
橋　
　

純

　

引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

専
務
理
事　
　

國
保　

能
克

　

事
務
局
長　
　

島
田　

暁
彦

【
総
務
課
】

　

課　
　

長　
　

薄
井　

桂
子

﹇
総
務
係
﹈

　

係　
　

長　
　

檜
山　

真
弓

　

主　
　

事　
　

中
山　

結
愛

﹇
会
員
振
興
係
﹈

　

係　
　

長　
　

和
久
井
拓
哉

　

主　
　

任　
　

手
塚
真
奈
己

　

主　
　

事　
　

長　
　

和
樹

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
1

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
産
業
振
興
部　

商
工
振
興
課

　

（
栃
木
市
と
ち
介
商
品
券
係
）

　
　
　
　

℡
050
-1
7
9
3
-2
1
7
8

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
こ
ど
も
未
来
部　

子
育
て
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

℡
21
-2
1
6
5

栃
木
市
と
ち
介
商
品
券
２
０
２
６
取
扱
店
舗
募
集
の
ご
案
内

栃
木
市
あ
か
ち
ゃ
ん
は
じ
め
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
券
取
扱
店
募
集
の
ご
案
内

チ
ラ
シ
折
込
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

令
和
８
年
度

事
務
局
体
制

■
募
集
期
間

　

４
月
27
日
〜
６
月
10
日
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青年経営者会NEWS

日本商工会議所情報誌「石垣」に掲載されました
（第２回とちぎ太鼓まつり）

　令和８年度、当会は「MAKING TOCHIGI FUTURE with you」をスローガンに掲げ、
仲間と共に未来を創り出す一年を目指します。世界では紛争が続き、国内でも物価高騰や
人材不足、事業環境の変化など、中小・小規模事業者を取り巻く状況は厳しさを増してい
ます。こうした時代に地域経済を支える私たち青年経済人には、柔軟な発想とスピードあ
る行動、そして変化を恐れず一歩を踏み出す姿勢が求められています。
　昨年度は40周年という節目を迎え、先輩方が築いてこられた歴史と想いを改めて確認す
る一年となりました。今年度は41年目の新たなスタートとして、その学びや繋がりを日々
の活動へ確実に落とし込み、次の世代へ続く未来へ向けた一歩を踏み出す一年にしたいと考えています。
　スローガンには、未来は誰かが与えてくれるものではなく、私たち自身が挑戦し、積み重ねることで形になる
という想いを込めました。その力は一人ではなく、仲間と共に歩むことでより大きくなります。青年経営者会は、
仲間と学び、挑戦を通じて、自らと地域の未来を創造する場でありたいと考えています。
　今年度は三つの基本方針を掲げます。第一に「仲間と共に学び、挑戦し、自己成長を促す組織づくり」。委員会
活動や例会を通じて互いに刺激し合い、挑戦する文化を育てます。第二に「横のつながりを強め、新たな価値創
出を促進すること」。市内はもちろん、県連・関東・全国の仲間との交流を広げ、連携による価値を生み出します。
第三に「商工会議所の一員として地域に貢献し、未来を創る活動を推進すること」。親会との連携を深め、地域経
済の発展に寄与する事業を進めます。
　今年度は総務、ビジネス、ＰＲ、交流、未来創造の５委員会が中心となり、学び・交流・地域貢献の事業を展開
するとともに、例会主管・副主管体制を導入し、多くのメンバーが挑戦しやすい環境を整えます。
　「一歩踏み出すと、景色が変わる。」これは私自身がＹＥＧで経験してきた確信です。今年度、皆さんの時間を私に、
そしてＹＥＧに少しだけ預けてください。委員会から、例会から、少しずつでも参加する一歩を踏み出してほしい。
仲間をつくり、共に学び、挑戦し、未来を創る一年にしていきましょう。
　令和８年度、皆さまと共に歩めることを心より楽しみにしております。

　４月30日、市内において、荒金会頭をはじめご来賓をお招きし、第40回 通常総会を開催した。
　総会では、令和７年度事業報告並びに収支決算、令和８年度事業計画並びに収支予算(案)、委員会組織(案)に
ついて審議され、それぞれ原案の通り承認可決した。その後、荒金会頭より日頃の活動に対する労いと激励の祝
辞をいただいた。総会終了後には懇親会が開催され、市川新会長の挨拶に続いて、ご来賓の琴寄市長より祝辞を
いただき、松島第40代会長の乾杯で開宴した。懇親会では、令和７年度の活動報告がされ、昨年度を振り返ると
ともに、地域活性化に対する想いが引き継がれた。また、来賓の方々に対し、会の活動へ一層のご協力をお願い
するほか、様々な情報交換がされるなど、和やかな懇談の場となった。 　　　　　令和８年度 運営専務 須藤 大和

第40回 通常総会開催

令和８年度 会長所信 市川　敬太第41代会長 （株式会社トイテック）

～栃木を元気に！
　一緒に活動しませんか～

～ご入会をお待ちしております～

女性の視点からとちぎを盛り上げていこう！という想いで
活動をはじめ、今年８年目を迎えました。

【問い合わせ先】女性経営者会事務局　℡ 23-3131

主な事業：視察研修・講習会・講演会等
入会資格：栃木商工会議所会員事業所の
　　　　　女性経営者及び女性管理者の方

会員募集！！
女性経営者会


